
【
ワ
シ
ン
ト
ン
＝
山
崎
伸
治
】
米
国

の
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
選
出
の
エ
レ
ノ

ア
・
ノ
ー
ト
ン
下
院
議
員
（
民
主
党
）

が
こ
の
ほ
ど
、
核
兵
器
を
廃
絶
し
、

核
兵
器
に
向
け
ら
れ
て
い
た
予
算
を

国
民
の
た
め
に
使
う
よ
う
求
め
る

「
核
兵
器
廃
絶
、
経
済
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

転
換
法
案
」
を
現
在
開
会
中
の
第
１

１
３
議
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

▽

▽

▽

ノ
ー
ト
ン
氏
は
１
９
９
４
年
以
来
、

毎
回
の
議
会
に
同
趣
旨
の
法
案
を
提

出
し
、
今
回
が
１
１
回
目
で
す
。

今
回
の
法
案
は
、
米
国
政
府
が
核

兵
器
を
無
力
化
・
解
体
す
る
と
い
う

国
際
協
定
を
２
０
２
０
年
ま
で
に
交

渉
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
、
核
分
裂

物
質
や
放
射
性
廃
棄
物
を
厳
重
に
管

理
す
る
こ
と
な
ど
を
規
定
。
さ
ら
に

核
兵
器
に
使
わ
れ
る
予
算
を
住
宅
や

医
療
、
年
金
、
環
境
保
護
に
当
て
る

こ
と
も
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

ノ
ー
ト
ン
氏
は
法
案
に
つ
い
て
１

８
日
の
本
会
議
で
演
説
し
、「
議
会
が

国
民
向
け
や
基
盤
整
備
の
た
め
の
大

切
な
予
算
を
削
り
続
け
、
世
界
が
イ

ラ
ン
や
北
朝
鮮
へ
の
核
拡
散
の
懸
念

に
直
面
す
る
な
か
、
こ
の
法
案
は
こ

と
さ
ら
時
宜
に
か
な
っ
て
い
る
」
と

強
調
し
ま
し
た
。

法
案
は
、
９
３
年
９
月
に
ワ
シ
ン
ト

ン
で
実
施
さ
れ
た
住
民
投
票
で
５
６

％
の
賛
成
を
得
た
提
案
を
基
本
に
し

て
い
ま
す
。

２
０
１
３
年
４
月
２
８
日(

日)

共
通
番
号
制
導
入
を
狙
う
政
府
が
推
進
す
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
「
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
」
。

導
入
後
に
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
ず
廃
止
に
な
っ
た

り
、
シ
ス
テ
ム
開
発
が
頓
挫
す
る
例
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
政
府
が
毎
年
１
兆
円
を
投
じ
る

「
Ｉ
Ｔ
関
連
予
算
」
の
ず
さ
ん
な
実
態
が
浮
か
び

あ
が
っ
て
き
ま
す
。（
矢
野
昌
弘
）

▽

▽

▽

旅
券(

パ
ス
ポ
ー
ト)

１
枚
を
発
行
す
る
の
に

行
政
側
の
経
費
が
１
６
０
０
万
円
（
外
務
省
の

電
子
申
請
旅
券
シ
ス
テ
ム)

｡

内
閣
府
の
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
１
件
に
つ
き
３
７
４
万
円
。
新
車
登

録
の
た
め
の
自
動
車
保
有
の
一
括
手
続
き
１
件

に
つ
き
１
３
４
万
円
…
。

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
維
持
に
要
し
た
経
費

を
利
用
実
績
で
割
る
と
、
１
件
あ
た
り
の
金
額

が
、
と
ん
で
も
な
く
割
高
な
も
の
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

２
０
０
０
年
の
Ｉ
Ｔ
基
本
法
に
は
じ
ま
っ
た

「
電
子
政
府
の
推
進
」
。
各
省
庁
で
、
窓
口
で
の

行
政
手
続
き
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
利
用
可
能
に
す

る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。と

こ
ろ
が
結
果
は
さ
ん
ざ
ん
な
も
の
で
す
。

政
府
は
昨
年
、
電
子
申
請
で
利
用
で
き
る
６
９

７
３
の
手
続
き
の
う
ち
、
利
用
率
が
低
い
３
４

８
８
の
廃
止
を
決
め
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
５

割
超
が
３
年
間
で
、
１
度
も
使
わ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

最
近
の
失
敗
例
で
は
、
特
許
庁
の
基
幹
系
シ

ス
テ
ム
の
更
新
に
む
け
て
５
５
億
円
の
開
発
費

を
投
じ
た
も
の
の
、
昨
年
、
開
発
を
断
念
し
て

い
ま
す
。
巨
費
を
投
じ
た
住
民
基
本
台
帳
シ
ス

テ
ム
も
、
費
用
対
効
果
に
疑
問
の
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
調
達
は
、
必
要
性
が
定
か
で
な
い
の
に

巨
額
の
費
用
を
投
じ
る
新
た
な
大
型
公
共
事
業
、

「
Ｉ
Ｔ
ハ
コ
モ
ノ
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

造
っ
た
後
も
多
額
の
費
用

そ
の｢

Ｉ
Ｔ
ハ
コ
モ
ノ｣

の
典
型
が
、
現
在
、

衆
院
で
法
案
審
議
中
の
「
共
通
番
号
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
）
制
」
で
す
。
政
府
は
導
入
費
用
に
３

０
０
０
億
円
、
稼
働
費
用
に
年
間
３
０
０
億
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
開
発
は
こ
れ
か
ら
は
じ

め
る
た
め
、
難
航
す
れ
ば
、
さ
ら
に
費
用
が
膨

ら
む
可
能
性
が
大
で
す
。

自
治
体
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
に
詳

し
い
自
治
体
職
員
は
「
今
で
も
５
、
６
年
お
き

に
シ
ス
テ
ム
更
新
が
必
要
で
、
数
千
万
円
か
ら

億
円
単
位
に
な
る
。
パ
ソ
コ
ン
も
３
〜
５
年
で

更
新
が
必
要
で
、
Ｉ
Ｔ
調
達
は
終
わ
り
な
き
投

資
だ
。
共
通
番
号
制
を
や
る
と
、
自
治
体
に
よ
っ

て
は
シ
ス
テ
ム
更
新
を
強
い
ら
れ
る
と
こ
ろ
も

あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
法
案
は
Ｉ
Ｔ
業
界
の
仕
事

づ
く
り
と
い
う
側
面
を
強
く
感
じ
る
」
と
指
摘

し
ま
す
。

ま
た
、
国
会
審
議
で
政
府
は
、
費
用
対
効
果

に
つ
い
て
「
数
値
化
が
難
し
い
」（
甘
利
明
経
済

再
生
担
当
相
）
と
明
ら
か
に
し
て
い
ま
せ
ん
。

日
弁
連
情
報
対
策
委
員
会
委
員
長
の
清
水
勉

弁
護
士
は
「
普
通
の
ハ
コ
モ
ノ
は
造
っ
た
ら
終

わ
り
だ
が
、
こ
の
Ｉ
Ｔ
ハ
コ
モ
ノ
は
造
っ
た
後

も
費
用
が
か
か
り
続
け
る
。
お
金
を
出
す
価
値

の
あ
る
事
業
な
の
か
」
と
批
判
し
ま
す
。

２
０
１
３
年
４
月
２
５
日(

木)

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
か
れ
て
い
る
核
不
拡
散
条

約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
第
２
回
準
備
委
員

会
へ
の
要
請
活
動
を
し
て
い
る
原
水
爆
禁
止
日

本
協
議
会
（
日
本
原
水
協
）
代
表
団
に
よ
る
と
、

同
準
備
委
員
会
で
提
案
さ
れ
た
核
兵
器
の
非
人

道
性
を
指
摘
し
た
共
同
声
明
へ
の
署
名
を
日
本

政
府
が
拒
否
し
た
問
題
で
２
４
日
、
各
国
Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
現
地
の
日
本
代
表
部
前
で
抗
議
行
動
を
し

ま
し
た
。
日
本
原
水
協
代
表
団
の
メ
ン
バ
ー
１

０
人
も
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
国
連
欧
州
本
部
か
ら
日
本
代
表

部
ま
で
デ
モ
行
進
。
広
島
県
原
爆
被
害
者
団
体

協
議
会
（
金
子
一
士
理
事
長
）
副
理
事
長
の
佐

久
間
邦
彦
さ
ん
は
「
署
名
拒
否
に
は
大
き
な
憤

り
を
感
じ
る
。
被
爆
者
は
核
兵
器
が
廃
絶
さ
れ

る
ま
で
た
た
か
い
続
け
て
い
く
こ
と
を
誓
う
」

と
、
こ
ん
身
の
訴
え
を
し
ま
し
た
。

代
表
団
は
色
鮮
や
か
な
旗
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ

た
横
断
幕
を
も
っ
て
ア
ピ
ー
ル
。「
原
爆
を
許
す

ま
じ
」「
青
い
空
は
」
を
合
唱
し
、
沿
道
や
報
道

陣
か
ら
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。

代
表
団
の
青
年
ら
は
「
諸
外
国
の
人
が
同
じ

思
い
で
集
ま
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
心
強
く
、
同

時
に
（
署
名
拒
否
は
）
被
爆
国
と
し

て
恥
ず
か
し
く
感
じ
た
」「
日
本
政

府
の
行
動
は
日
本
国
民
の
思
い
、
被

爆
者
の
思
い
を
踏
み
に
じ
る
も
の
だ
」

と
語
り
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
４
月
２
８
日(

日)

芝 和也 Ｅメール info@k-shiba.jp

川西町結崎８６２－７ 0745-43-2415
吉田 容工Ｅメールkatunori_yosida@ybb.ne.jp
田原本町大木１１３－５ 090-5257-4446
森 良子 Ｅメール qfndg008@ybb.ne.jp

田原本町鍵２８１－１ 0744-33-8570
(事務局）池田年夫Ｅメールuvkk87386@zeus.eonet.ne.jp

三宅町屏風４４０－５ 0745-43-2661

米
議
会
に

１
１
回
目

核
兵
器
向
け
予
算
を
国

民
へ

首
都
選
出
の

ノ
ー
ト
ン
下
院
議
員

核 廃 絶 法 案 を 提 出

共
通
番
号
制
導
入
に

巨
費
見
込
む
が

ず
さ
ん

さ
ん
ざ
ん

Ｉ
Ｔ
予

算

パ
ス
ポ
ー
ト
１
枚
１
６

０
０
万
円

？
！
ネ
ッ
ト
申
請

利
用
者
少
な
く
廃
止
も

選

挙

区

は

候

補

者

名

で

比

例

代

表

は

「

日

本

共

産

党

」

な

ど

政

党

名

で

参 院 選 挙
制 度 解 説

日
本
の
核
兵
器
非
人
道
声
明

拒
否
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
原
水
協
が
抗
議

ジ
ュ
ネ
ー
ブ



議      長 馬場　武信

副  議  長 川口　靖夫

監査委員 梅本　勝久

委員会名 委員長 副委員長

総務・建設 辰巳　勝秀 池本　久隆 松田　睦男 広瀬　規矩次 川口　靖夫

福祉・文教 梅本　勝久 植村　ケイ子 中尾　正巳　 渡辺　哲久 馬場　武信

植村　ケイ子 中尾　正巳　 松田　睦男

池本　久隆 辰巳　勝秀 梅本　勝久
川口　靖夫

山辺広域行政事

務組合
辰巳　勝秀 馬場　武信 川口　靖夫

川西町・三宅町式

下中学校組合
梅本　勝久 植村　けい子 馬場　武信 川口　靖夫

国保中央病院組合馬場　武信 川口　靖夫

議会運営 広瀬　規矩次 渡辺　哲久

平成２５年度　三宅町議会議員の構成

委       員

「
慰
安
婦
」
問
題
に

関
す
る
意
見
書
否
決

さ
れ
る

先
の
三
月
議
会
に
、
「
慰

安
婦
」
問
題
に
関
す
る
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

小
走
議
員
が
反
対
討
論
に

立
た
れ
「
組
織
的
に
強
制
連

行
を
示
す
証
拠
は
な
い
。
接

客
を
断
る
権
利
が
認
め
ら
れ

て
お
り
、
借
金
を
返
済
す
れ

ば
郷
里
へ
帰
る
こ
と
も
認
め

ら
れ
て
い
た
。
」
と
主
張
さ

れ
ま
し
た
。

戦
争
中
は
軍
隊
が
絶
対
で

し
た
。
白
い
も
の
で
も
、
黒

い
も
の
と
い
わ
せ
る
。
ま
た
、

一
般
人
に
「
権
利
」
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
警
察
に
勤

め
て
お
ら
れ
た
ら
よ
く
ご
存

知
だ
と
思
い
ま
す
が
・
・
・

残
念
な
が
ら
反
対
多
数
で

否
決
さ
れ
ま
し
た
。
女
性
議

員
で
あ
り
な
が
ら
、
女
性
を

人
間
と
認
め
な
い
歴
史
の
事

実
を
理
解
せ
ず
反
対
さ
れ
た

方
も
あ
り
ま
し
た
。
日
頃
は
、

「
人
権
問
題
」
に
精
通
さ
れ

て
い
る
議
員
も
反
対
さ
れ
ま

し
た
。

強
制
連
行
に
は
、
「
い
い

仕
事
が
あ
る
」
な
ど
甘
言
を

ろ
う
し
て
連
れ
去
る
詐
欺
や

騙
し
も
含
ま
れ
ま
す
。
移
送

の
過
程
で
も
監
禁
状
態
。

「
慰
安
所
」
で
も
抵
抗
す
れ

ば
殴
ら
れ
、
拒
否
す
る
自
由

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ス
の
社
説
が
、

「
性
奴
隷
」
と
呼
ん
だ
こ
と

が
事
の
本
質
で
す
。

広
陵
町
議
会
が
全
会
一
致

で
採
択
し
た
こ
と
に
敬
意
を

は
ら
い
ま
す
。

田
原
本
議
会

議
員

吉
田
容
工

立
憲
主
義

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
が

始
ま
り
ま
し
た
ね
。
天
候
は

前
半
と
後
半
が
ま
ず
ま
ず
の

よ
う
で
す
の
で
、
そ
こ
で
計

画
を
立
て
て
は
る
皆
さ
ん
は

バ
ッ
チ
シ
で
す
ね
。
存
分
に

楽
し
ん
で
下
さ
い
。

さ
て
、
五
月
三
日
は
憲
法

記
念
日
で
す
よ
ね
。
一
九
四

七
年
五
月
三
日
に
施
行
さ
れ

た
日
本
国
憲
法
を
記
念
し
て
、

一
九
四
八
年
五
月
三
日
か
ら
、

国
民
の
祝
日
に
制
定
さ
れ
今

日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
憲
法
、
安
倍
晋
三
首

相
等
を
先
頭
に
中
身
を
変
え

る
事
に
必
死
で
す
が
、
こ
う

し
た
改
憲
を
主
張
し
は
る
皆

さ
ん
の
目
的
は
、
憲
法
原
則

の
一
つ
と
し
て
恒
久
平
和
の

中
心
を
成
す
九
条
の
改
定
に

有
る
事
は
、
そ
の
賛
否
を
問

わ
ず
皆
さ
ん
承
知
の
通
り
で

す
。

で
、
ど
う
や
っ
て
変
え
る

か
な
ん
で
す
が
、
九
条
改
定

に
関
す
る
国
民
世
論
は
反
対

が
多
数
で
す
の
で
、
改
定
が

容
易
に
出
来
る
よ
う
に
発
議

の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
事
に

着
目
し
は
っ
た
ん
で
す
。
と

こ
ろ
が
こ
う
な
り
ま
す
と
、

国
家
権
力
の
暴
走
を
国
民
が

縛
る
憲
法
の
真
髄
が
根
本
否

定
さ
れ
ま
す
ん
で
、
立
憲
主

義
の
支
柱
が
崩
壊
し
て
し
ま

い
ま
す
か
ら
、
尚
の
事
、
暗

礁
に
乗
り
上
げ
て
い
る
の
が

現
時
点
の
動
向
で
す
。

と
は
言
う
物
の
、
黙
っ
て

た
ら
権
力
の
暴
走
を
国
民
が

縛
る
、
ど
こ
の
国
で
も
当
た

り
前
の
こ
の
仕
組
み
が
崩
さ

れ
ま
す
ん
で
、
そ
う
な
ら
ん

よ
う
、
皆
で
力
を

合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

川
西
町
議
会
議
員

芝

和
也

臨
時
議
会

２
５
年
度
最
初
の
臨
時
議

会
が
４
月
２
６
日
午
後
１
時

か
ら
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

臨
時
議
会
の
議
題
は
先
決

処
分
事
項
報
告
と
し
て
の
補

正
予
算
案
（
一
般
会
計
、
国

民
健
康
保
険
会
計
）
２
件
、

先
決
処
分
事
項
報
告
と
し
て

の
条
例
改
正
案
７
件
を
採
択

し
た
後
追
加
議
案
と
し
て
提

出
さ
れ
た
正
副
議
長
の
選
出

の
ほ
か
２
常
任
委
員
会
（
総

務
・
建
設
、
福
祉
文
教
）
の

選
任
、
議
会
運
営
委
員
会
の

選
任
、
３
組
合
（
山
辺
広
域

行
政
事
務
組
合
、
川
西
町.

三
宅
町
式
下
中
学
校
組
合
、

国
保
中
央
病
院
組
合
）
議
会

議
員
の
選
出
、
議
会
選
出
の

監
査
委
員
の
選
任
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

一
般
会
計
の
補
正
予
算
案

の
歳
出
で
は
、
国
保
会
計
へ

の
２
９
０
万
円
の
繰
出
し
、

総
務
費
２
０
０
０
万
円
の
減

額
、
歳
入
で
は
地
方
交
付
税

の
２
６
３
７
万
円
の
増
額
、

自
動
車
重
量
譲
与
税
、
地
方

揮
発
油
譲
与
税
、
自
動
車
取

得
税
交
付
金
、
地
方
特
例
交

付
金
、
教
育
負
担
金
、
不
動

産
売
払
収
入
、
財
政
調
整
飢

饉
繰
入
金
な
ど
合
計
４
３
５

５
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

２
５
年
度
の

議
会
構
成
は
表

の
通
り
で
す
。

三
宅
町

池
田
年
夫

「
な
ら
赤
旗
ま
つ
り
」

爽
や
か
な
天
候
に
恵
ま
れ

た
二
十
七
日
の
土
曜
日
、
奈

良
文
化
会
館
と
前
の
広
場
で

「
な
ら
赤
旗
ま
つ
り
」
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。

私
は
息
子
の
嫁
と
孫
三
人
、

友
人
の
三
世
代
四
人
、
そ
し

て
後
援
会
の
人
達
と
参
加
し

た
。力

強
い
太
鼓
と
「
蟻
の
会
」

の
合
唱
で
始
ま
っ
た
舞
台
に

私
達
地
方
議
員
団
は
、
赤
い

党
の
た
す
き
を
か
け
て
勢
揃

い
！
私
も
緊
張
の
中
、
今
年

九
月
の
町
議
選
に
向
け
て
短

い
決
意
表
明
を
さ
せ
て
貰
っ

た
。つ

ど
い
の
広
場
に
は
歌
声

喫
茶
か
ら
震
災
復
興
支
援
、

福
島
物
産
、
衣
類
、
民
芸
品
、

野
菜
、
食
べ
物
、
な
ど
多
彩

な
模
擬
店
が
並
び
、
お
目
当

て
の
物
を
探
し
な
が
ら
出
店

し
て
る
人
と
の
会
話
も
楽
し

い
も
の
だ
っ
た
。

孫
た
ち
は
小
ホ
ー
ル
で

「
人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ
」
の

よ
る
人
形
劇
に
見
入
り
、
広

場
に
設
置
し
て
あ
る
空
気
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
の
「
フ
ワ
フ
ワ

巨
大
迷
路
宇
宙
城
」
の
中
で

思
い
切
り
飛
び
跳
ね
、
奇
声

を
発
し
楽
し
ん
で
い
た
。

そ
の
間
、
私
た
ち
大
人
は

会
館
内
で
「
ザ
・
ニ
ュ
ー
ス

ペ
ー
パ
ー
」
の
お
二
人
に
よ

る
鋭
い
政
治
風
刺
の
コ
ン
ト

に
大
笑
い
し
た
。

本
当
に
楽
し
く
、
「
皆
ん

な
が
幸
せ
に
な
る
世
の
中
を

つ
く
る
ん
だ
！
」
と
い
う
気

迫
に
満
ち
た
有
意
義
な
一
日

で
あ
っ
た
。

田
原
本
議
会
議

員森

良
子


